


58

タイトル

コラー　マテ！
松山市立粟井小学校　２年　持谷　麻那

説 明

私はお母さんにないしょでぬすみ食いをした時に「コラー」とおこられました。ネコだったらビックリして口
から魚をおとすかも…

審査講評

紙全体にのびのびと描かれ、インパクトがある。色使いがすばらしく、きれい。「コラー　マテ！」という
タイトルも良い。

小
学
生
低
学
年

（
１･
２･

３
年
生
）の
部

最優秀賞



59

タイトル

雲の上のカラフルのねこ
新宿区立戸塚第三小学校　３年　金　ヘミン

説 明

カラフルのねこが雲の上にいる様子。ねこがおにごっこしているところ。

審査講評

鮮やかな色使いが独特で、すばらしい。

小
学
生
低
学
年

（
１･

２･

３
年
生
）の
部

朝日新聞社賞



60

タイトル

にゃんにゃんハウス　さぁお家に帰ろう♪
横浜中華学院　３年　近江　師門

説 明

いっぱい遊んでそろそろお家に帰る時間！お父さん、お母さん、そして兄弟達が温かいお家にて待っている
様子を表しています。

審査講評

色使いがすばらしい。気持ちがこもった作品。

小
学
生
低
学
年

（
１･
２･

３
年
生
）の
部

紀伊國屋書店賞



61

タイトル

まよなかのけっとう
千代田区立麹町小学校　３年　日下　アンナ

説 明

夜のくらやみで、なわばりあらそいをしています。あいてのねこが、とつぜんあらわれたところ。

審査講評

決闘している猫に迫力がある。強さを感じる作品。

小
学
生
低
学
年

（
１･

２･

３
年
生
）の
部

新潮社賞



62

タイトル

ねこがねころんだおおぞら
新宿区立早稲田小学校　１年　上領　倖ノ介

説 明

ねこになったつもりで、そうせきこうえんでねころびました。そらとくもとでんせんがみえました。

審査講評

意外性があり、おもしろい。電線といい雲といい、猫にはこんな風に見えるのでしょう。

小
学
生
低
学
年

（
１･
２･

３
年
生
）の
部

優秀賞



63

タイトル

ねこのけんか
新宿区立落合第一小学校　３年　西村　亮輝

説 明

ねこがよそのねこを見ている。

審査講評

けんかをする猫の表情がおもしろい。立てた爪の何とも鋭いこと。

小
学
生
低
学
年

（
１･

２･

３
年
生
）の
部

優秀賞



64

小
学
生
低
学
年

（
１･
２･

３
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

寄
っ
て
く
る
人
々

新
宿
区
立
津
久
戸
小
学
校　
３
年　
古
村　
隆
斉

タ
イ
ト
ル

野
原
に
い
る
私

新
宿
区
立
津
久
戸
小
学
校　
２
年　
北
島　
暖
也

周りにある灰色の手は猫の手で、近づいてくる人を攻撃しています。

わたしが、野原にいてなんでもある木のかげにいる。

［ 説 明 ］

［ 説 明 ］



65

小
学
生
低
学
年

（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作佳作

タ
イ
ト
ル

た
か
い
な
た
か
い
な

新
宿
区
立
戸
山
小
学
校　
２
年　
宮
川　
彩
季
音

タ
イ
ト
ル

と
し
ょ
し
つ
大
き
い

新
宿
区
立
戸
山
小
学
校　
２
年　
岡
田　
仁
介

子ねこが、のぼりぼうをみたとき、「すごくたかいな～なんだろう。」と考えて、みて
いるところです。

としょしつが大きいからかきました。

［ 説 明 ］

［ 説 明 ］



66

小
学
生
低
学
年

（
１･
２･

３
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

ね
こ
の
船
乗
り

新
宿
区
立
戸
塚
第
一
小
学
校　
３
年　
松
本　
道
憲

タ
イ
ト
ル

も
し
も
ね
こ
に
な
っ
た
ら

新
宿
区
立
落
合
第
一
小
学
校　
３
年　
小
川　
心
々

この絵は海のむこうには、
魚の大国があるとねこの
世界の間でうわさになって
いて、ねこが船に乗って、
ぼうけんに出た所です。

［ 説 明 ］

動くものにきょうみをしめす子ねこをみる母さんねこ。

［ 説 明 ］



67

小
学
生
低
学
年

（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作佳作

タ
イ
ト
ル

い
ば
る
ね
こ

新
宿
区
立
落
合
第
二
小
学
校　
３
年　
深
田　
綾

タ
イ
ト
ル

よ
る
の
さ
ん
ぽ

新
宿
区
立
落
合
第
六
小
学
校　
２
年　
田
頭　
禅

自分かってでやさしくない。みんなにひどいとおもわれている。

ねこがさんぽをする。

［ 説 明 ］

［ 説 明 ］



68

小
学
生
低
学
年

（
１･
２･

３
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

空
飛
ぶ
猫

新
宿
区
立
西
新
宿
小
学
校　
１
年　
福
島　
美
羽

タ
イ
ト
ル

ネ
コ
に
に
さ
ん
の
ゆ
め
の
中
の

ネ
コ
が
い
し
ゃ

新
宿
区
立
落
合
第
六
小
学
校　
２
年　
中
谷　
匠
杜

猫が空を飛んで、みんな
にハートをあげている。

［ 説 明 ］

ねこがいしゃってどうなのかかんがえてかいた。

［ 説 明 ］



69

小
学
生
低
学
年

（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作佳作

タ
イ
ト
ル

猫
と
月

府
中
市
立
若
松
小
学
校　
２
年　
小
玉　
鈴
菜

タ
イ
ト
ル

き
ょ
う
だ
い
た
ち
を
見
て
い
る
ネ
コ

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校　
３
年　
菅
谷　
諒
太

夜、屋根の上から月を眺
めているところ。

［ 説 明 ］

はじめはいっしょにいたはずのネコの兄弟たちを描きました。

［ 説 明 ］



70

小
学
生
低
学
年

（
１･
２･

３
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

い
し
だ
い　
お
い
し
そ
う

沼
田
市
立
沼
田
東
小
学
校　
３
年　
高
橋　
奈
那

タ
イ
ト
ル

ね
こ
が
び
っ
く
り
人
げ
ん
の
せ
か
い

豊
川
市
立
小
坂
井
西
小
学
校　
２
年　
八
木
橋　
蓮

うみを見ていたら、すごい魚がおよいできました。たべたいなあ。

ねこが見たじんるい。

［ 説 明 ］

［ 説 明 ］



71

小
学
生
低
学
年

（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作佳作

タ
イ
ト
ル

ね
こ
の
音
楽
会

松
山
市
立
素
鵞
小
学
校　
３
年　
仙
頭　
真
里
奈

タ
イ
ト
ル

よ
る
の
ね
こ

松
山
市
立
道
後
小
学
校　
２
年　
村
上　
琉
泉

ねこたちが夜にパーティーを開いて、いろんなねこが楽っきをもっていたり、ダンスを
したりしているのをはじめて見たねこがいるのをそうぞうしてかきました。

よるのさんぽは、たのしいな。よ空を見てじぶんは小さいなと思っている。

［ 説 明 ］

［ 説 明 ］



72

小
学
生
低
学
年

（
１･
２･

３
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

猫
の
パ
ー
テ
ィ
ー

玉
名
市
立
大
野
小
学
校　
２
年　
池
上　
奈
美
果

タ
イ
ト
ル

ト
ン
ボ
の
と
ぶ
の
は
ら
っ
て
ス
テ
キ

八
幡
浜
市
立
江
戸
岡
小
学
校　
１
年　
前
田　
明
花

夜のパーティーで、いろんな遊びをする猫の仲間たち。（きもだめしや、お店、かくれ
んぼなど）

はれた日は、トンボのとぶのはらできもちよくあそんでいたよ。ねこさんもうれしいと
おもうね。いろんないきものとあそんでいるよ。

［ 説 明 ］

［ 説 明 ］



73

タイトル

手をふられてもなぁ…
新宿区立四谷小学校　５年　相馬　伸明

説 明

ネコは人間より小さくてもすぐ高い所にのぼって、いつもゆうゆうとすごしている。下から見上げて手をふって
もめんどくさそうにみている。気がむいたらしっぽがたまにうごいている。

審査講評

絵にインパクトがあり、ユーモアあふれる作品。少年の大きい手と小さい手の距離感と、猫の手のバランス
がすばらしい。「手をふられてもなぁ…」というタイトルにもひかれる。

小
学
生
高
学
年

（
４･

５･

６
年
生
）の
部

最優秀賞



74

タイトル

お前はだれだ！
新宿区立戸塚第二小学校　６年　マラン　あいこ

説 明

ねこが水面にいるもう１人の自分をみておどろいている様子をかきました。

審査講評

猫の表情がよく、印象に残る作品。水面に映る猫がうまく描かれている。

小
学
生
高
学
年

（
４･
５･

６
年
生
）の
部

朝日新聞社賞



75

タイトル

夕暮れ時の大都会を眺める猫
新宿区立西戸山小学校　４年　進藤　嵩主

説 明

都会に住んでいる猫が夕暮れ時になり、高層ビルから大都会の景色を一望しています。日々移り変わる都会
の景色を、猫も楽しんでいる様子に表現してみました。

審査講評

新宿の風景が見えてくる作品。色使いがすばらしく、丁寧に描かれている。

小
学
生
高
学
年

（
４･

５･

６
年
生
）の
部

紀伊國屋書店賞



76

タイトル

ゆめに見た東京へ行く
新宿区立西戸山小学校　４年　友澤　慧

説 明

木や地面などを工夫しました。

審査講評

哀愁すら感じさせる猫の後姿がおもしろい。東京タワー、東京スカイツリー、東京都庁を並べるところに
編集能力を感じる。

小
学
生
高
学
年

（
４･
５･

６
年
生
）の
部

新潮社賞



77

タイトル

自由にくらしているねこ
新宿区立落合第四小学校　４年　吉野　蓮花

説 明

ねこは自由にくらして、水の中にいたり、森の中にいたりして、いろんなところにいて、とことこ歩いている。
ぬのでできている。もようはえのぐでぬっている。ひげはペンをつかっている。

審査講評

布を切り貼りしたり、様々な素材を用いており、個性を感じる。工夫が見られ、おもしろい。表情がいかに
も野良猫的でおかしい。

小
学
生
高
学
年

（
４･

５･

６
年
生
）の
部

優秀賞



78

タイトル

夜のうちあわせ
府中市立若松小学校　５年　半沢　彩恵

説 明

夜の森にねこたちがあつまって、うちあわせがはじまりそうだったから。くらやみで、目だけで相手が分かる。

審査講評

夜の暗闇に目を浮かび上がり、臨場感がある。月といい森の木といい、作風に個性を感じる。

小
学
生
高
学
年

（
４･
５･

６
年
生
）の
部

優秀賞



79

タ
イ
ト
ル

待
っ
て
て
ね
、
今
行
く
か
ら

新
宿
区
立
早
稲
田
小
学
校　
５
年　
細
山　
陽
名

私はよく猫を見かけます。
猫を追いかけても、毎回
にげられてしまいます。
だから、「待っていてほしい」
という願いをこめてかきま
した。

［ 説 明 ］

小
学
生
高
学
年

（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

の
ら
の
ら
散
歩

新
宿
区
立
市
谷
小
学
校　
６
年　
石
川　
う
ら
ら

のらねこが、魚をねらっていたり、人を見下ろしたり、ほかのねこに会ったり、戦かったり、
屋根の上では鳥をねらっています。

［ 説 明 ］



80

小
学
生
高
学
年

（
４･
５･

６
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

逃
走

新
宿
区
立
戸
塚
第
二
小
学
校　
６
年　
三
浦　
康
平

タ
イ
ト
ル

世
界
を
見
る
ネ
コ

新
宿
区
立
富
久
小
学
校　
５
年　
阿
部　
沙
香

すわ神社を走っている。

［ 説 明 ］

ネコは、いつもボーとしているが、ネコは、いつも世の中を見ている。

［ 説 明 ］



81

小
学
生
高
学
年

（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｚ
Ｅ
Ｎ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

新
宿
区
立
落
合
第
四
小
学
校　
４
年　
藤
井　
鼓
太
郎

タ
イ
ト
ル

み
ら
い
の
し
ん
じ
ゅ
く

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校　
４
年　
李　
載
元

雪のふる町に王さまとその
兄弟がいる。そこからいろ
いろな物語が…

［ 説 明 ］

くもりのひ大きなウォータースライダーを見てしっぽをふりながらこうふんするねこ。

［ 説 明 ］



82

小
学
生
高
学
年

（
４･
５･

６
年
生
）の
部

佳作佳作

タ
イ
ト
ル

鏡
を
見
る
猫

千
代
田
区
立
番
町
小
学
校　
５
年　
西
出　
芽
以

タ
イ
ト
ル

お
し
ろ
い
花
と
チ
ャ
ト
ラ
ン

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校　
４
年　
川
邉　
怜
士
朗

私の家に猫がいたらいいな
と思ってかきました。がん
ばったところは鏡にうつっ
ているくつです。

［ 説 明 ］

ぼくは事故にあって家から出られなかったので家から見えるけしきをねこにあわせて
かいてみました。

［ 説 明 ］



83

小
学
生
高
学
年

（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

猫
の
音
楽
会

府
中
市
立
若
松
小
学
校　
５
年　
石
訳　
侑
希

タ
イ
ト
ル

け
し
き
を
み
る
ね
こ

府
中
市
立
若
松
小
学
校　
５
年　
飯
坂　
南
海

この作品は、わたしがねこ
になって音楽会を観しょう
しているところをかきまし
た。わたしは音楽が好き
なので、この作品がかけて
とてもうれしいです。

［ 説 明 ］



84

小
学
生
高
学
年

（
４･
５･

６
年
生
）の
部

佳作佳作

タ
イ
ト
ル

金
魚
う
ま
そ
う

沼
田
市
立
薄
根
小
学
校　
６
年　
栁
澤　
拓
登

タ
イ
ト
ル

ち
ょ
う
ち
ょ
う
見
つ
け
た
！

沼
田
市
立
池
田
小
学
校　
６
年　
高
橋　
雅

金魚をねらっているねこを
かきました。

［ 説 明 ］

猫が草むらで遊んでいて、ちょうちょうを見つけたところをかいてみました。猫は、下
から見ているので、草が長く草むらの中から、見あげているかんじを、かいてみました。

［ 説 明 ］



85

小
学
生
高
学
年

（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

木
の
上
で

大
府
市
立
北
山
小
学
校　
６
年　
安
藤　
梨
子

タ
イ
ト
ル

金
魚
す
く
い

岡
崎
市
立
竜
美
丘
小
学
校　
４
年　
三
宝　
優
吾

木の上で、猫達が鳥のヒナをとろうと、チャンスをうかがっているところをかきました。

水そうの金魚をとろうとすると、水そうにうつっている自分がその金魚をよこどりしよう
としている様子。

［ 説 明 ］

［ 説 明 ］



86

小
学
生
高
学
年

（
４･
５･

６
年
生
）の
部

佳作佳作

タ
イ
ト
ル

猫
の
世
界

松
山
市
立
素
鵞
小
学
校　
６
年　
井
上　
陽
向

タ
イ
ト
ル

の
ん
び
り
ね
こ

松
山
市
立
桑
原
小
学
校　
６
年　
髙
須
賀　
直
桜

ぼくは、のんびりしているねこが大好きで、このような絵をかきました。自然も入って
いて、ぼくが大好きな風景です。

［ 説 明 ］



87

小
学
生
高
学
年

（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

外
に
出
て
み
た
い
な

松
山
市
立
宮
前
小
学
校　
５
年　
松
下　
陽
菜

タ
イ
ト
ル

こ
の
“
く
つ
”
だ
あ
れ
？

松
山
市
立
味
生
第
二
小
学
校　
５
年　
豊
田　
ふ
う
あ

私は家の中でかわれている
ねこの気持ちを予想して
この作品をかきました。
そして、家の中にいるねこ
は、外に出てみたいので
はないか？と予想してこの
作品をかきました。

［ 説 明 ］

ねこの目せんから見るとくつは大きくみえるだろうなと思ってかきました。

［ 説 明 ］



88

小
学
生
高
学
年

（
４･
５･

６
年
生
）の
部

佳作佳作

タ
イ
ト
ル

こ
な
い
で

松
山
市
立
雄
郡
小
学
校　
６
年　
丸
岡　
瑶
音

こわくなっていすの下ににげこんだねこ。そこへ飼い主がやってきて、いすの下から
出そうと近づいてきます。出たくない、こわい、こないでほしいという気持ちでかく
れてしまったときのねこの気持ちになってかきました。

［ 説 明 ］




